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2023年度
8th つかう.meet.会議

令和６年２⽉２６⽇（⽉）
18時30分スタート

これまでの活動を振り返り、
新たなスタートをきろう！
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2023年度
８th つかう.meet.会議

開催概要

テーマ
「これまでの活動を振り返り、

新たなスタートをきろう！」

⽇ 時：令和６年２⽉２６⽇（⽉）
18時30分スタート

場 所：安城市⺠会館視聴覚室
参加者：これまでにまちをつかう活動をしたことがある⼈・団体

（つかう.meetのメンバー、マチナカプレイスメイカー）
これからまちをつかってみたいと思っている⼈・団体
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１．本⽇のプログラム

これまでの取組のふりかえりをしよう！
―これまでのつかう.meetの活動をふりかえり、みんなで成果を共感しましょう。

今後のつかう.meetの活動を継続させるため
役割・ルールを決めよう！

―みんで対話と共同活動を進めていくためのルールと役割を決めましょう。

「つかう.meet」って何か共有しよう！
―改めて、つかう.meetってみなさんにとってどんな存在であるべきか、話合って
みましょう。

⼀⼈⼀⾔
お願いし
ます！

無理なく
継続する
ために

今後に
向けて
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２．これまでの振り返りをしよう！

2020年の秋から始まった 三河安城駅周辺の公共空間をつかい、
「対話」と「共同活動」を⾏うためのプラットフォームつかう.meet

「⾃慢のまちをつくる」を合⾔葉に⾊んなチャレンジを⾏ってきました。

これまでをふりかえり、
個⼈としての成し遂げたられたコト、団体として成し遂げられたコト
を話して、皆で共感しましょう！

これからの思いも述べてもらってＯＫです！
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２．これまでの振り返りをしよう！

まずはじめに 事務局からの振り返り。。。

約３年間にわたり、対話や共同活動を継続すること
ができた！

2020-2021
対話の場 18回
リーダー会議 ３回

つかうmeet.Fes

つかうmeet.Night

わいふぁいマルシェ

2022
対話の場 ７回

リーダー会議 ９回

つかうmeet.Fes

えほんマルシェ

2023
つかう.meet.会議 8回
つかうmeet.Fes
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２．これまでの振り返りをしよう！

みんなで⼤きなことを成し遂げるという
達成感を得た！

つかうmeet.Fesについては回数を重ねるごとに、内容、エリア範囲、関わる⼈、
参加する⼈等、規模を拡⼤して、みんなで共同で活動することの意義を共感す
ることができた。 →象徴的な活動への位置づけ
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２．これまでの振り返りをしよう！

国交省のマチミチ会議への参加、デザインコンペのキックオフイベントや審査へ
の参画など、安城市と活動者が⼀緒になって、⾃分たちの「まち」について、
知ってもらうこと、発信すること努め、三河安城のブランディングを⾏ってきた。
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２．これまでの振り返りをしよう！

まちづくりアワードを受賞したことにより、⾃分たちの活動に誇りと責任の意識
が付き、主体的に活動を進めていくというアクションが起こることに繋がった。
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２．これまでの振り返りをしよう！

仲間を増やすことができた！
活動スタート時のゴール設定である「仲間を増やしてみる」のフェーズまで、３
年間の対話と共同活動を通じて、達することができた。



10

２．これまでの振り返りをしよう！

それでは、、

皆さん全員から順番にお話ししてください！
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３．継続させるための役割・ルールを決めよう！

前回の
ふりかえり

これから取組したい活動について、みなさんに取り上げてもらいました。
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来年度のつかう.meet 運営の係決め
（前回の会議で出た案：⽉代わりで担当決め）

➀⽇程決め

②企画決め

③情報発信

④準備

⑤当⽇進⾏

➅ふりかえり・活動報告

 基本は毎⽉第〇週の〇曜⽇で定例化。企画内容に
応じて、適宜⽇程調整。

 対話でも良し。共同活動でも良し。担当係が中⼼
となって活動内容を決定。

 Slackやインスタを活⽤して、活動内容を事前に周
知。早めの告知が重要。

 話題提供としての資料や、活動のための備品など、
協⼒者も募って事前準備。

 当⽇の進⾏。みんなで協⼒して、つくりあげま
しょう。

 参加できなかった⼈、新たな輪を広げるために、
活動を報告。継続が⼤事です。

３．継続させるための役割・ルールを決めよう！
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年間予定

３．継続させるための役割・ルールを決めよう！

まずは、次回の予定を決めてみよう！
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４.「つかう.meet」って何か共有しよう！
つかうmeetとは、
公共空間をつかった対話と共同活動を⾏うためのプラットフォーム
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― 何のために？
 公共空間で活動する団体・⼈がつながるプ
ラットフォームです。

 活動が繋がり、広げるために、このプラット
フォームを継続させることが⼤事です。

 これからも、活動の合⾔葉は「⾃慢のまちを
つくる」で続けていきましょう！

４.「つかう.meet」って何か共有しよう！
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４.「つかう.meet」って何か共有しよう！

― 誰のもの？
 誰かのためのものではなく、活動をしたこと
がある⼈、これから活動をしたい⼈、みんな
のものです。

 これまでに関係性を広げてきた結果、会議、
活動、対話の機会に加わるタイミングは様々
で、経験値は異なっています。
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４.「つかう.meet」って何か共有しよう！

― 何をするの？
 活動は、改めて初⼼に戻ることも⼤事だし、
新しいことにチャレンジすることも⼤事。

 無理なく、楽しく、続けていくことが⼤事。
 まち（公共空間）をつかって、より活動しや
すく機能的な空間つくるを繰り返し、⽇常的
に活動が溢れる魅⼒的なまちにしていきま
しょう！



19

４.「つかう.meet」って何か共有しよう！

公共空間を「つかって」「つくる」 ⽮総公園
が変わるかも
しれません！

Administrator
テキストボックス
１８
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つかう.meet

シーホース

団体

団体

団体

団体 安城市

駅前広場
(⽮総公園)

つかう.meet

団体

団体

団体

団体

安城市 シーホース

活動者

活動者

活動者
マチナカ

プレイスメイキング

これからは...これまでは...

駅周辺の
公共空間 アリーナ

連携 連携

４.「つかう.meet」って何か共有しよう！

Administrator
テキストボックス
１９




